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太
陽
光
・
風
力

九
電
工
と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）
子

会
社
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
・

技
術
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
内
の

分
譲
別
荘
地
の
共
有
施
設

で
、
太
陽
光
と
風
力
を
用
い

た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
制

御
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
実
験

を
共
同
で
開
始
し
た
。
電
力

会
社
の
送
電
系
統
と
つ
な
が

っ
て
い
な
い
「
オ
フ
グ
リ
ッ

ド
」
の
状
態
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
安
定
的

な
電
力
供
給
を
目
指
す
実
験

は
、
国
内
初
の
取
組
み
。
今

後
５
年
間
実
験
を
続
け
、
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
。

実
験
で
は
、
別
荘
地
の
管

理
セ
ン
タ
ー
横
に
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
（
出
力
30
㌗
）
と
小

型
風
力
発
電
機
２
基
（
合
計

出
力
10
㌗
）、
産
業
用
蓄
電

池
（
容
量
１
２
０
㌗
時
）、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
制
御
装
置
、

監
視
・
通
信
機
器
な
ど
を
設

置
。
太
陽
光
と
風
力
に
よ
る

発
電
と
蓄
電
池
の
充
放
電
を

自
動
で
制
御
し
、
管
理
セ
ン

タ
ー
の
照
明
や
空
調
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
用
充
電

器
、
別
荘
内
の
揚
水
ポ
ン
プ

な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
う
。

供
給
電
力
は
最
大
で
20
㌗
を

見
込
ん
で
い
る
。
余
剰
電
力

は
産
業
用
蓄
電
池
に
蓄
え
、

日
射
量
不
足
な
ど
の
際
に
蓄

電
池
か
ら
送
電
す
る
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
・
技
術

セ
ン
タ
ー
は
、
完
全
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
安

定
的
な
電
力
供
給
の
可
能
性

を
検
証
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
な

ど
、
地
球
環
境
保
全
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
だ
。
九
電
工

は
、
供
給
電
源
の
な
い
東
南

ア
ジ
ア
の
未
電
化
地
域
を
想

定
し
、
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
環
境

下
で
の
小
規
模
電
力
供
給
シ

ス
テ
ム
の
検
証
と
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。
将
来
的
に

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
実
証

実
験
を
行
な
う
計
画
が
あ
る

と
い
う
。
２
社
は
実
験
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
や
施
設
管

理
の
在
り
方
、
各
種
コ
ス
ト

削
減
な
ど
へ
の
取
組
み
に
向

け
、
さ
ら
な
る
応
用
研
究
を

実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。

日
本
気
象
協
会
の
、
中
・

小
規
模
法
人
向
け
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
診
断
サ
ー
ビ
ス

「
Ｐ
Ｖ-

Ｄ
Ｏ
Ｇ
」
に
追
加
機

能
が
設
け
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
の
毎
月
の
発
電
実

績
を
基
に
、
日
射
量
に
見
合

う
期
待
発
電
量
を
計
算
。
そ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

予
測
情
報
の
更
新
は
１
日

２
回
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
発
電
計
画
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
計
画
な
ど
を
よ
り
効
率

的
に
立
て
や
す
く
な
る
。

同
協
会
は
他
サ
ー
ビ
ス
で

既
に
日
照
予
測
・
発
電
量
予

想
機
能
を
複
数
展
開
し
て
お

り
、
実
績
が
あ
る
。
こ
の
Ｐ

Ｖ-

Ｄ
Ｏ
Ｇ
で
は
親
し
み
や

す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
し

ら
わ
れ
、
画
面
表
示
が
そ
の

日
の
天
気
予
報
に
合
わ
せ
て

切
り
替
わ
る
。
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
も
直
感
的
で
分
か
り

や
す
い
。
太
陽
光
発
電
の
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

も
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
を

一
元
管
理
す
る
事
業
者
に
と

っ
て
も
使
い
や
す
い
シ
ス
テ

ム
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
現
在
日
本
気
象
協
会

は
、
Ｐ
Ｖ-

Ｄ
Ｏ
Ｇ
に
新
規

で
申
し
込
む
と
、
本
来
は
オ

プ
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
こ
の

予
測
情
報
提
供
が
２
カ
月
間

無
料
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は

２
０
１
５
年
９
月
30
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

九電工／ハウ
ステンボス・
技術センター

太
陽
光
と
風
力
で
安
定
的
な
電
力
供
給

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
制
御
シ
ス
テ
ム

日本気象協会

太
陽
光
発
電
診
断
シ
ス
テ
ム
で

発
電
量
予
測
機
能
が
選
択
可
能
に

別荘地管理センター（中央の建物）とハイブリッド発電制御システム（左側）

PV-DOGの概要。予想発電量は今回新たに設定されたオプション機能だ

れ
と
比
較
し
故

障
診
断
等
を
素

早
く
行
う
の
が

Ｐ
Ｖ-

Ｄ
Ｏ
Ｇ

の
も
と
も
と
の

機
能
だ
っ
た
。

今
回
か
ら
は
そ

れ
に
付
属
し
て

１
週
間
先
ま
で

の
予
想
発
電
量

情
報
と
週
間
天

気
予
報
情
報
と

の
提
供
を
オ
プ

シ
ョ
ン
で
選
択

「
要
素
技
術
」
は
現
場
力

～
要
素
を
活
か
す
シ
ス
テ
ム
と
政
策
が
必
要
～

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑮

「
要
素
技
術
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
あ
る
製
品
（
ア

イ
テ
ム
）
を
、
製
造
し
、
実

用
さ
せ
、
成
り
立
た
せ
て
い

る
根
幹
の
技
術
を
指
す
。
そ

の
ア
イ
テ
ム
に
特
有
の
技
術

の
場
合
も
あ
れ
ば
、
共
通
の

技
術
の
場
合
も
あ
る
。「
要

素
技
術
」
は
、
地
味
な
印
象

を
受
け
る
用
語
で
あ
る
が
、

こ
う
し
て
み
る
と
、
重
要
で

し
か
も
必
須
な
「
技
術
体
系

（
シ
ス
テ
ム
）」
を
構
成
す
る

技
術
で
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
の

要
素
技
術
の
適
用
と
応
用
、

さ
ら
に
新
た
な
技
術
開
発
が

宿
命
と
さ
れ
る
分
野
で
あ

る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

は
、
私
た
ち
の
社
会
と
密
接

で
、
し
か
も
今
後
、
最
も
市

場
が
雇
用
も
拡
大
す
る
と
予

想
さ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
つ
産
業
分
野
の
一
つ
で
あ

る
。そ

の
将
来
の
目
標
（
タ
ー

ゲ
ッ
ト
）
と
し
て
、
２
０
２

０
年
、
２
０
３
０
年
、
２
０

５
０
年
な
ど
、
長
期
的
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

設
備
量
や
市
場
規
模
額
な
ど

が
、
各
国
政
府
機
関
、
研
究

機
関
、
学
協
会
、
Ｎ
Ｇ
О
な

ど
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
２
０
０
２
年
に

欧
州
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
と
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

が
ま
と
め
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

Ｆ

ｏ
ｒ
ｃ
ｅ

12
（
Ｗ
Ｆ
12
）

の
全
文
を
英
文
和
訳
し
、
日

本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の

機
関
誌
『
風
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
』
で
５
回
の
連
載
記
事
と

し
て
紹
介
し
た
。
Ｗ
Ｆ
12

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
世

界
の
電
力
の
12
％
を
風
力
発

電
で
賄
う
こ
と
が
出
来
る
と

す
る
青
写
真
で
あ
る
（
表
参

照
）。その

中
で
日
本
の
風
力
発

電
の
設
備
量
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
３
国
か
ら
な
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
太
平
洋
と
い
う
区
域
に
割

り
振
ら
れ
て
い
る
が
、
２
０

２
０
年
ま
で
に
全
体
で
90
㌐

㍗
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

日
本
単
独
で
は
60
㌐
㍗
の
規

模
に
相
当
す
る
。
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
が
公
表
し
て
い
る

日
本
の
２
０
２
０
年
の
風
力

発
電
導
入
見
通
し
（
設
備
容

量
）
は
5
㌐
㍗
で
あ
り
、
実

に
12
倍
に
相
当
す
る
。
現

在
、
世
界
最
大
の
風
力
発
電

設
備
の
保
有
国
は
中
国
で
、

１
１
４
㌐
㍗
で
あ
る
。
中
国

の
人
口
13
億
人
で
割
り
、
国

民
一
人
当
た
り
の
風
力
設
備

量
を
計
算
す
る
と
83
㍗
で
、

日
本
の
そ
れ
は
22
㍗
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

中
国
で
の
風
力
発
電
の
飛

躍
的
な
増
加
に
は
、
Ｗ
Ｆ
12

に
掲
げ
ら
れ
た
シ
ナ
リ
オ
を

国
策
と
し
て
取
り
入
れ
た
背

景
が
あ
る
と
い
え
る
。
Ｗ
Ｆ

12
で
は
、
中
国
に
２
０
２
０

年
に
１
９
０
㌐
㍗
を
割
り
当

て
て
い
た
。
中
国
で
は
、
Ｗ

Ｆ
12
に
倣
っ
た
中
国
独
自
の

Ｗ
Ｆ
12

ｉ
ｎ

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ

を
２
０
０
５
年
に
発
表
し
、

そ
こ
で
は
、
２
０
２
０
年
に

40
㌐
㍗
、
２
０
３
０
年
に
１

０
０
㌐
㍗
、
２
０
５
０
年
に

４
０
０
㌐
㍗
と
予
想
し
て
い

る
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年

内
に
実
績
と
し
て
１
１
７
㌐

㍗
に
な
り
、
２
０
２
０
年
に

は
２
０
７
㌐
㍗
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
中
国

は
、
Ｗ
Ｆ
12
を
手
本
に
達
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

風
力
発
電
の
要
素
技
術
に

は
、
ま
ず
ブ
レ
ー
ド
（
翼
、

羽
根
）、
そ
れ
を
取
り
付
け

る
ロ
ー
タ
ハ
ブ
（
羽
根
が
取

り
付
け
ら
れ
回
転
す
る
部

品
）
、
そ
の
回
転
力
を
発
電

機
に
伝
え
る
主
軸
、
そ
し
て

発
電
機
、
得
ら
れ
た
電
力
を

変
換
し
電
力
系
統
へ
送
電
す

る
電
力
制
御
機
器
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
新
規
設
置

か
ら
稼
働
、
廃
棄
ま
で
風
力

発
電
機
と
し
て
問
題
な
く
機

能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

絶
え
ず
変
動
す
る
風
速
と

風
向
に
対
す
る
「
適
応
技

術
」、
温
度
と
湿
度
、
風
雪

の
ほ
か
海
塩
や
砂
塵
、
そ
し

て
日
射
な
ど
に
対
す
る
「
環

境
保
守
技
術
」、
落
雷
や
地

震
な
ど
の
突
発
現
象
な
ど
に

耐
え
る
「
構
造
強
度
技
術
」、

さ
ら
に
高
所
で
回
転
す
る
ブ

レ
ー
ド
と
主
軸
、
歯
車
や
ヨ

ー
回
転
部
品
な
ど
の
「
耐
疲

労
・
耐
摩
耗
・
潤
滑
技
術
」、

機
器
の
設
置
保
守
に
対
す
る

「
工
事
保
全
技
術
」、
変
動
す

術
」
も
加
え
て
、
設
計
製

造
、
稼
働
運
用
ま
で
の
一
貫

し
た
要
素
技
術
の
連
携
が
キ

ー
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

洋
上
風
力
で
は
、
こ
れ
に
浮

体
の
係
留
、
波
浪
や
潮
流
、

腐
食
、
送
電
な
ど
の
要
素
技

術
が
加
わ
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
多
数

な
要
素
か
ら
な
る
場
合
、

「
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
と
ら

え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
モ
ニ

タ
上
、
あ
る
い
は
紙
上
・
机

上
で
の
技
術
が
上
位
と
さ
れ

る
風
潮
が
あ
る
が
、
実
は
軸

受
の
回
転
、
歯
車
の
噛
み
合

い
、
電
気
素
子
や
回
路
の
通

電
短
絡
な
ど
、
稼
働
現
場
で

の
重
要
性
が
大
き
い
。

同
じ
く
政
治
も
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
と
い
え
る
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
に

は
、
地
域
や
世
界
が
呼
応
し

た
安
全
性
と
信
頼
性
、
そ
し

て
経
済
性
の
高
い
運
用
と
地

球
温
暖
化
へ
の
対
策
を
根
底

に
お
く
先
導
的
な
将
来
目
標

を
展
望
し
た
シ
ナ
リ
オ
に
基

づ
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
個
々
の

要
素
が
現
場
で
機
能
し
稼
働

で
き
る
「
現
場
力
」
を
引
き

だ
す
シ
ス
テ
ム
化
こ
そ
が
い
ず

れ
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。Wind Force 12による2020年における風力発電実施の地域配分

Column

ユーラス
エナジー

南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
で
２
件
目
と

な
る
風
力
発
電
事
業
に
参
画

◀
設
置
場
所
は
首
都
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
北
部

風
力
・
太
陽
光
発
電
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ユ
ー

ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
は

こ
の
ほ
ど
、
南
米
の
ウ
ル
グ

ア
イ
で
フ
ラ
ン
ス
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
ア

ク
オ
・
エ
ナ
ジ
ー
が
推
進
し

て
い
る
風
力
発
電
事
業
に
参

画
し
た
と
発
表
し
た
。
ア
ク

オ
・
エ
ナ
ジ
ー
と
共

同
で
推
進
し
、
す
で

に
今
年
１
月
に
稼
働

し
た
ミ
ナ
ス
（
ラ
バ

ジ
ェ
ハ
県
）
で
の
風

力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
総
出
力
４
万
２

０
０
０
㌗
）
に
続

き
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で

の
事
業
は
２
件
目
、

南
半
球
で
は
４
件
目

の
事
業
と
な
る
。

今
回
参
画
し
た
風

力
発
電
事
業
は
、
ウ

ル
グ
ア
イ
の
首
都
モ
ン
テ
ビ

デ
オ
の
北
に
あ
る
フ
ロ
リ
ダ

県
に
、
１
基
当
た
り
３
３
０

０
㌗
の
ヴ
ェ
ス
タ
ス
社
（
デ

ン
マ
ー
ク
）
製
風
車
を
15
基

（
総
出
力
４
万
９
５
０
０

㌗
）
設
置
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
ア
ク
オ
・
エ
ナ
ジ
ー
が

２
０
１
３
年
度
よ
り
操
業
し

て
い
る
フ
ロ
リ
ダ
風
力
の
拡

張
事
業
と
な
る
。
ユ
ー
ラ
ス

エ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
は
現
地

事
業
会
社
の
グ
ラ
イ
モ
ン
に

43
・
５
％
を
出
資
。
今
月
か

ら
着
工
し
、
２
０
１
６
年
中

に
営
業
運
転
を
開
始
す
る
予

定
だ
。
発
電
し
た
電
力
は
ウ

ル
グ
ア
イ
電
力
公
社
に
売
電

す
る
。

ウ
ル
グ
ア
イ
政
府
が
２
０

る
電
力
に
対
す

る
「
発
電
・
変

換
制
御
技
術
」

な
ど
、
対
策
的

な
要
素
技
術
が

必
須
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
機
器

の
臨
床
的
な

「
監
視
技
術
」

の
ほ
か
、
風
況

を
活
か
し
た
レ

イ
ア
ウ
ト
や
機

器
選
定
な
ど
の

「
予
測
実
証
技


